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アセンブリーホール床の傾き実測結果題目(ⅢⅡJE)

解
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概要(ABSTRACT)
アセンブリーホール内床の傾きの時間変化を水準器で連続測定した。イオン源、RF

ＱとDTLを設置する予定の場所で、１枚の床板上の２箇所（中央と西端）で測定を行
なった。測定きれた床傾きの最大変化量は約2 0 um/mであった。角度にして約0.07
度であり、その変化に要した時間は約1 0時間であった。
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過去に超伝導空洞グループがアセンブ'ノーホールの床の傾きを測定し、約１日で傾きが
最大0.19mm/m変化することが判明していた。JHP用RFQとDTLのピームテスト
を行なう場所の床が時間と共に同程度変動するなら、加速器に対する影響は無視できな
い。この場合、床の補強をする必要がある。

測定はテイラー．ホブソンの水準器を借用して、1 1月５日から1 1月１ 2日まで、
継続して行なわれた。測定場所を図ｌに、測定結果を図２と３に示す。
図2-(a)と(b)は図１で「中央」と示した、ほぼ床ブロックの中央(DTLが置かれる近

傍）である。図2-(a)は南北方向の傾き、(b)は東西方向の傾きである。図の横軸は時刻を
示している。縦軸は傾きで単位は鯉m/mであり、測定開始後の最初の０時の値を基準
にそこからの変化量を描いている。図３は床板の西端（イオン源が設置予定の位置）で
測定した結果である。

結果は、図２-(a)の結果が最も大きくpeak to peakで約2 0 u m/m変化している。
他は1 0 um伽未満である。どの結果も1 0時頃から2 0時頃にかけて比較的大きい変
化を示している。外気温の変化と相関があるようであるが、今回温度測定はしていない
ので確認はできなかった。１ １月後半に再度測定し、温度との相関も観測する予定であ
る。

鱗Ｉ

超伝導空洞グループの測定結果は我々の結果より10倍程度大きい変動を示してい
る。その違いが場所によるものか、測定時期によるのかといった疑問に関する解答は今
回の測定からはでない。
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図. 1アセンブリーホール測定箇所（北西の隅）
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東西図．２-南北図．２-
床ブロック中央
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